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本論文の目的は漂砂移動量と来襲波浪の不規則性及び方向分散性の影響を関係づける基礎的研究として，

入射波浪の方向分散性を考慮した波高，周期，波向の結合確率分布に対する理論を提案する乙とである。

また，波別解析された個々の波の物理的及び沿岸流速に及ぼす入射波浪の不規則性の影響に関する基礎的

資料を得ょうとするものである。各章の具体的な内容及び構成は以下のようである。まず，第 2 章では，

不規則波浪iζ対する既往の研究に基づいて，基本的な不規則波浪の統計的特性及び不規則波浪場を系統的

それらの理論の適用性について検討している。第に取り扱う手法の妥当性について実験的に明らかにし，

3 章では浅海域の漂砂移動量と来襲波浪の不規則性及び方向分散性を関係づける研究として，浅海域にお

ける不規則波の砕波を含む浅水変形を波別解析するに当たり，必要となる波高 (H) ，周期 (T) ，波向

(0) の結合確率分布を提案し，現地実測結果と比較検討している。乙のとき，圧力式波高計によって得

それぞれの手法の浅海LCM，波別解析法に対して，られた圧力波形から水位変動を推定する FFTl法，

Karlsson 'C よって提案されているエまず，域への適用性に対しても検討を加えている。第 4 章では，

その理論のネルギー平衡方程式に基づ、く方向スペクトルの浅水変形に対する数値 simulationを行い.

推定精度に対する数値的検討を行っている。また，第 3 章で提案した波高，周期，波向の結合確率分布の

理論式に基づいて，結合確率分布lζ及ぼす各種物理量のうち，特lと，浅海域では無視することのできない

方向分散の非対称性について検討を行っている。ついで，水深の異なる 2 地点における 3 成分アーレ(水

位変動，水平方向 2 成分水粒子速度〉によって同時測定された方向スペクトルに基づ.き，浅海域における

方向スペクトルの浅水変形予測に対するエネルギ一平衡方程式の適用性及び、その問題点について検討を加

その結果に基づいて，不規えている。第 5 章では，不規則波浪の伝播特性について実験的な検討を加え，
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則波の浅水変形に対する成分波法及び波別確析法などの適用性について明らかにしている。第 6 章では，

沿岸流速に及ぼす入射波浪の不規則性の影響に対して主~L. 海浜流の外力である radiation stress 

の算定に着目し，波別解析法及び成分波法による数値計算法を提案し，それらの適用性について水理実験

結果と比較している。第 7 章では，本論文で得られた結果に基づいて，総合的な結論と今後につづく検討

課題について論じている。

論文の審査結果の要旨

実際の海岸lζ来襲してくる波は，波高及び周期が不規則なばかりでなく，その来襲方向も不規則であり

方向分散性を有している。構造物の設計においては，その安定に対して最も危険な方向を対象として，波

高及び周期の不規則性を論義すればよいが，海岸浸食の原因となる漂砂移動を対象とした場合には，この

方向分散性をも考慮した波の不規則性を論義しなければならず，さらにその不規則波の汀線近傍に来襲す

るまでの浅水変形を明らかlとする必要がある。本論文は，このような浅海域特に砕波領域に至る不規則波

浪の変形特性.さらに砕波後に発生する沿岸流に関して研究を進めたもので，得られた結果を要約すると

次のとおりである。

(1)砕波を含む浅海域の不規則波解析をするに当っては，波別解析に頼らざるをえず，その波別解析をす

るに当って必要となる波高，周期，波向の結合確率分布を，狭帯域スペクトルをもっ不規則波の儲各波

形を考えることにより 新しく導いている。

(2) この新しく導かれた波高，周期，波向の結合確率分布式を用いて，方向分散の非対称性の影響を明ら

かにし，従来のエネルギー平衡方程式によって浅水変形を計算することは 非常に多くの算定誤差を生

じることを指摘している。

(3) 不規則波の浅水変形を解析するに当っては， (aj波別解析法， (b)成分波法， (C)代表波法をとりあげてそ

の適用性に検討を加え，それぞれ問題点を有しているが，漂砂移動に重要な要因となる radiation

stressの算定には波別解析法が妥当であることを明らかにしている。

(4) 砕波後に発生する沿岸祈法分布の算定については. (a破別解析法， (b)成分波法の両者について検討し，

実験lとより波別解析法による数値波動計算法が妥当であることを明らかにし さらに波浪の不規則性及

び方向分散性が，沿岸流速算定に無視できない乙とを数値的に明確にしている。

以上のように本論文は波向をも含めた不規則波浪の浅海域への変形過程について，新しい波高・周期・

波向の結合分布を提案し，それに基づいて変形解析及び radiation stress について多くの新しい

知見を得ている。その成果は海岸工学，ならびに環境工学に対して寄与すると乙ろが大きい。よって本

論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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